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令和２年３月定例会一般質問 

№１ 

      ２ 番               橋 本 善 次  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 田村広域行

政組合解散後

の三春町のご

み処理につい

て 

 田村広域行政組合は、令和５年３月３１日をもって解

散が決定しております。本定例会には田村西部環境セン

ターの財産処分の議案が提出されております。町民の中

には、これからのごみ処理はどうなるのか、町民負担が

増えるのではないかとの声があります。町民の声を基に

次の質問を行います。 

１）西部環境センターの帰属が、なぜ今の時期なのか。 

２）北部連絡協議会での説明会の経過とその内容につい

て。 

３）代表区長会・まちづくり協会長への説明会で、概ね

了承を得たとのことだが、その内容と今後の取り組み

について。 

４）田村市・小野町との信頼関係を再構築し、持続可能

なごみ処理を考えれば、組合解散後でも田村地方が一

体となって、ごみ処理を行うための組織が必要と思わ

れるが、どのように考えているか。 

 

 

２ 三春町のご

み減量化への

取り組みにつ

いて 

福島県は県民１人１日あたりのごみの排出量が全国で

３番目に高い。１人１日あたり１,０４２グラム（２０１

７年）で、県は９３５グラムを目標としております。町

のごみ減量化への取り組みについてお伺いします。 

１）現在の町民１人１日あたりのごみの排出量について。 

２）１０年後の目標について。 

３）食品ロスへの取り組みはどうされているか。 

４）学校での食べ残しゼロについて、食育の中でどのよ

うに指導されているか。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№２ 

      ５ 番               山 崎 ふじ子  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 公共施設に

おける受動喫

煙対策につい

て 

 ２０１８年７月に健康増進法の一部を改正する法律が

成立し、２０２０年４月１日より全面施行されます。７

月のオリンピック開催に向けて順次、進められてきまし

た。厚生労働省では、この法律により、受動喫煙を防止

するための取り組みは、マナーからルールへと変わると

述べています。 

１）この法律について、町民に周知する努力に取り組ま

れてきたのか。 

２）昨年７月より学校・病院・児童施設等・行政機関に

おいて、受動喫煙防止対策を実施すべきとなっている

が、我が町の現況はどうか。また、新庁舎については、

どのような計画か。 

３）各地区の集会所についても公共の施設と考えるが、

対策が取り組まれていない。町として、今後どのよう

に取り組むのか。 

 

 

２ 滝桜観光に

おけるコロナ

ウイルス対策

について 

コロナウイルスの流行により、全国的にイベントが中

止となったり、観光を自粛する状況になっています。滝

桜観光は、我が町にとって重要な産業であります。コロ

ナウイルス対策を講じることにより、多くの方に足を運

んでもらえるよう、努力すべきと考えます。 

１）シャトルバス・チケット売り場・簡易トイレなどに

手指消毒液を準備することはできないか。 

２）チケット売り場にマスクを置き、販売できないか。 

３）これらの取り組みを、町のホームページや観光案内

でＰＲできないか。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№３ 

      １０ 番              篠 崎  聡  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 新型感染症

対策について 

新型コロナウイルスについて、現在、発生すると驚異

的な速さで広まり、肺炎になると多くの死者が出ている

新型コロナウイルスについて、三春町では国内発生を受

け、保健福祉課長を本部長とする警戒対応本部体制を敷

いてチラシを回覧したり、防災無線、町のホームページ

で注意喚起の呼びかけを行っていますが、その他の対策

について具体的に伺います。 

１）福島県及び三春町の罹患者発生状況はどうですか。 

２）三春町内の病院での検査体制はどうなっていますか。 

３）罹患者が発生した場合、隔離や濃厚接触者への対応

はどうしますか。 

４）幼稚園、保育所、小中学校で感染者が発生した場合

の対応はどうなっていますか。 

 

 

２ 環境問題対

策について 

現在、生ごみは可燃ごみの中でも多くの割合を占め、

焼却され灰となり処分されています。焼却すれば温室効

果ガスであるＣＯ₂ を排出し、環境にも大きな負荷がか

かります。 

また、そのまま家庭ごみとして処分した場合、食品ロ

スに繋がってしまいます。 

そのため、生ごみを堆肥化して、有効活用（リサイクル）

して環境保護をしてはいかがでしょうか、お伺いします。 

１）家庭用生ごみ処理機（コンポスト）というものがあ

るのはご存知ですか。 

２）県内でも、一部自治体では生ごみの減量や環境保護

のために、コンポスト購入のための補助金を出してい

るところがありますがご存知ですか。 

３）みなさんご承知のとおり、三春町では補助金制度が

ありません。可燃ごみの減量や環境保護のために、コ

ンポスト購入補助金を出すというお考えがあるかどう

かお聞かせ願います。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№４ 

      ６ 番              鈴 木 利 一  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ ＮＰＯ法人

による町内で

の公園整備に

ついて 

１）旧三春中学校の向い側の山で、伐採などの工事が進

められ公園整備が進んでいるが、町との関係はどのよ

うになっているのか伺いたい。 

２）防災ハザードマップでは急傾斜地に指定されている

が、問題はないのか伺いたい。 

３）地元への説明はできているのか伺いたい。 

４）完成後の長期的な維持管理は、どのような計画にな

っているのか伺いたい。 

 

 

２ 子ども議会

の開催につい

て 

 

 子どもたちが子ども議会を通して、町や地域にどのよ

うな問題があるのか、また行政や議会の役割などを実際

に学ぶことで、見識を広め、地域や政治に関心を持ち、

公民としての社会参加の意義を知る機会として、子ども

議会を開催する考えがあるのか伺いたい。 

 

 

３ 除染仮置き

場の搬出後の

跡地について  

１）除染仮置き場からの搬出計画は、どのようになって

いるのか伺いたい。 

２）搬出後の跡地について、原状回復する際の手順はど

のようになっているのか伺いたい。 

３）町として、跡地利用の考え方はどのように考えてい

るのか伺いたい。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№５ 

      ４ 番               新 田 信 二  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 新型コロナ

ウイルス感染

拡大に伴う対

策について 

 国内関東圏中心に拡大を受けている新型コロナウイル

スによる肺炎の感染に伴い、東京都周辺については、会

議・研修会等が延期、または中止となっています。 

 また、子どもや家族連れ向けの各レジャー施設でのイ

ベントの取り止めや、臨時休園といった動きが急速に広

がっている。  

国内感染者は、病院で確認されているだけでも８５０

人を超え、肺炎で死亡者、また重体の感染者も出ていま

す。 

そして最近では、小学生・中学生も感染が判明してお

り、教育現場にも影響が出ています。 

今後の町の対応をお伺いします。 

１）幼稚園を含み、教育現場等への支援対策について 

２）町民に対しての各地域への支援対策について 

３）滝桜を含め、観光シーズン中における、県外からの

観光者への対策について 

 

 

２ ごみ焼却施

設及び今後の

施設運営につ

いて 

令和４年度で田村広域行政組合が解散に伴い、田村

市・三春町・小野町の１市、２町での今後の田村地方の

ごみ焼却について、検討を重ねているところであります。 

全国的にも人口減少とともに、ごみ焼却施設の運営、

維持管理が問題化され、定期的な維持管理、整備を適切

に行っても通常３０年程度が寿命、それ以上利用するこ

とは、整備、修繕費の高上を招くことになります。 

町民にとって、ごみ処理施設は重要ですが、迷惑施設

でもあります。 

そこで、次の点について伺います。 

１）昨年、西部環境センター地元説明会において、２ヶ

年延長後、さらに１５年の延長をお願いした理由はな

ぜか。 

２）令和５年３月３１日まで田村広域行政組合が存在す

る中で、西部環境センターの帰属先の説明をしている

がなぜ急ぐのか伺います。 

３）西部環境センター業務開始時期前に、地域に対して

迷惑料・地域活性化資金が支払われたそうですが、何

に使われたのか伺います。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№６ 

     １１ 番               佐久間 正 俊 議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 三春町民の

住民健診につ

いて 

 

 三春町は年一回、町民のみなさんの健康維持のため、 

町内全地区で健診を行っています。 

 そこで、次の３点について質問します。 

１）一昨年の特定健診における、男性、女性の受診状況

をお聞かせ願います。 

２）健診に行きたいが、車がないため行けない人に対し

て、町はどのようにサポートしているのかをお聞かせ

願います。 

３）全国的に発生が多いと言われている胃がん・肺がん・

大腸がんについて町の受診人数をお聞かせ願います。

また、がんは発見されているのでしょうか。 

 

 

２ 人間ドック

について 

住民健診のほかに人間ドックがあります。男性、女性で 

人間ドックに行っている人数をお聞かせ願います。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№７ 

      ９ 番               松 村 妙 子  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ ＱＲコード

を使い認知症

徘徊対策につ

いて 

 

１）三春町の認知症高齢者の割合は。 

２）高齢化が進む中で、認知症の高齢者も増えていくと

思われるが、どのような取り組みをしているのか。 

３）ＱＲコードの活用については。 

 

２ 「赤ちゃんの

駅」について 

１）赤ちゃんの駅を設置している公共施設・民間施設は

あるのか。 

２）乳幼児を連れた保護者が参加できるイベント等に移

動式「赤ちゃんの駅」を設置してはどうか。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№８ 

     １２ 番               橋 本 善一郎  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 滞在型市民

農園の導入に

ついて 

 

 高齢化・核家族化の進む中、三春町の農村部において 

も例外ではありません。作物を作っても単価が上がらな 

い。収穫、選別、出荷が高齢のため大変苦労する。一方、 

都市部においても高齢化が進み、田舎においても２、３ 

日でものんびり過ごしたいと思う方が増えると思いま 

す。 

 健康維持増進、レクリエーションの場としての市民農 

園の数、活用人口も年々増えています。こうした都市部 

との交流を増やすためにも、滞在型の市民農園は必要で

はないでしょうか。 

 農家、特に高齢者の所得向上につながり、働く場の提 

供、収入の確保は大きな課題であります。 

 付帯設備としてトイレ、講習会施設もでき、コミュニ

ティーの場所が確保できることです。 

 日帰り型の市民農園を併設することにより、集客力が

上がると思います。三春町においても今後推奨する考え

があるかお伺いします。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№９ 

      ３番               井 上  聡  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 人口減少対

策について 

現在の人口は、すでに１７,５００人と減少していて、

５年後には１５,０００人との予測が出ています。 

１）これまでの対策と成果について 

① 今まで取り組んできた対策を伺います。 

② その成果を伺います。 

③ 今後も対策を継続していくうえでの課題などがあり

ましたら、お教え願います。 

④ これまでの対策を継続していけば、人口減少を食い

止められるか。 

２）これからの対策について 

① 今後の対策について、坂本町長の考えを伺います。 

 ② これからは、人口減少対策を町の最重要項目にしな

ければならない時期にきていると思うが、いかがで

しょうか。 

３）問題に取り組む体制について 

  今までの体制だとこの問題に一番詳しい課長の   

方々でさえも、どんなに良い考えを持っていても、一切

何も言うことができない。３年ごとに配置が換わる、な

どさまざまなしばりがある現体制では、とても困難が増

すばかりです。そこで、大震災の時に「プロジェクトチ

ーム」を組んだように、人口減少の対策も「プロジェク

トチーム」を組んで、人口問題に特化した別枠をつくり、

職員も何にもしばられず発言でき、町民も町外も関係な

く、民間や専門家も取り入れるなどして、この問題に思

い切った戦略に集中して取り組んでいくのが最善と考

えるがいかがか。 

４）今すぐできて、かつ最も大事なこと 

  この問題の根底にあって、まずはそれを解決しなけ

れば、という問題があります。 

  それは、「三春の人が三春に住まない」ということを

聞いています。 

  小・中・高校生までは、三春に住んでいます。その

後、大学に進学するにしても、会社に就職するにして

も、大部分の学生が一度、三春を離れます。ここまで

は、他の市町村もほぼ同じです。問題はこの後です。

社会人となった若い世代から結婚して子育している若

い世代が、ほとんど三春に住みません。戻りません。
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三春に住む大人の方でも「三春はいい」と認識するの

も難しいと思います。私自身もそうでした。 

  そこで一番大事な提案です。 

  すでに、三春の良いところはたくさんあります。そ

れを三春町民にも、町外の方にも、この先、対策を実

施していくうえでも、「三春町の良いところを最大限

アピールしていく」かつ、それを「日本国中に強く発

信していく」のが、必要不可欠であり、少なくても今

の時点で、一番集中して力を入れるべきだと思います。 

  その具体的な戦略として、民間の実績の大きい広告

代理店とタッグを組んで取り組む。と考えますがいか

がでしょうか。 
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令和２年３月定例会一般質問 

№１０ 

     １５ 番               影 山 初 吉  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 小学校再編

とスクールバ

ス町営バス運

行のあり方に

ついて、総合的

に数年かけて

検討すべきで

は 

 

１）小学校を再編すべき時がきていると思いますが、町

の考えを伺います。 

２）再編後、現在の町営バスをスクールバスへ利用し混

乗も含めて検討すべきではないか伺います。 

３）町営バス運行を循環型からデマンド交通システムに

移行してはどうか伺います。 

４）デマンド化し、各まちづくり協会へワンボックスカ

ー１台を配置し、予約、スケジュール、運転も含め地

域ボランティアで運営してはどうか伺います。 

５）高齢者運転免許自主返納支援事業のバス回数券発行

数、利用数を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


